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蚊族の撲滅に関する実験的並びに実際的研究
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長崎市は九州ーの西端に惜し,東径129度52分

北緯32度45分に当る. 1938年,農業を主とす

る西浦上,漁兼を主とする小柳と農漁村の小

ケ倉及び土井首の4ケ村の新市域49..5平方粁

を合併して現在面鏡90.6平方粁となる.中央

市域は港湾を取囲み概ね平坦であるが,凹囲

は晴眼たる丘陵が相連り悉く西彼杵郡に抱擁

せられ,只西南のみ開けて海水深く湾入し無

比の良好湾となっている.地種別面積及び璃

糞構成は第1表の)通りである.

長崎市中央保健所に於ては昭和27年度より

衛生害虫のいない住みよい生活環境の建設を

目指してI地区民の理解と協力による実践運

動の指導育成に努め題次その成果を納めつつ

Table 1. Areal and professional composition

of greater Nagasaki City

A. Areal (of 1952)

且　Professional (of 1950)

Profession

⊥1griculture

forestry

Fishery

Mining

Building industry

Commerce

Transportation
buっsmess

Manuf acturing
industry
Finance, insurance

business etc.

Hotel and restaurant

business

O缶cial business

Others

Ⅳo.
nouses

% Popula -
tion

7.9

O.1

3.3

O.3

5.8

19.5

7.1

31,2

2.5

14.4

7.9

O.O

To山al 54. 338 100.0 241.809

Building lot

Cultivated area

Wood land

Waste land

Othe rs

Square
ki山ome山emS

4.｣

ll.96

36.06

3.99

33.79

%

5.3

13.2

39.8

4.4

37.3

Tota l 90.60 100.0

Remarks: We are carrying out the control works

in the old Nagasaki City (41.1 square
kilometers in area, 48.197 houses and

214.479 population) which became greater

city in 1938 including four large surro-

undmg villages.

あるが,地形,人口密度及び職糞その他色々

特徴のある地域社会の集合体である大都市に

於ては本事糞が必ずしもう重くゆく.ものでは
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ない.例えば,港湾を取囲む地域には倉庫I

荷揚げ場,輸送関係の施設及び造船工場等が

多く,平坦地区では会社,官庁,商店が多く

を占め,市の平坦地を故国んだ丘陵の麓及び

傾斜面には住家や農家が密集或いは散在し'

特に当市の特異な地勢としてはこの丘陵に多

数の段々畑(耕して山頂に到ると評されてレl

るが)と,大小合せて75万平方米に及ぶ墓地

とがあり,前者には多数の水肥憎があって蚊

族の好適発生水域となり,後者には瀞多な諸

審群があってこれが薮蚊族の好適発生水域と

なっている.このような大都市内に於ては,

地域と事情によって,地区民衆の組赫活動の

みによっては必ずしも成果を期待し得ない場

合のあり得る事が予想され,指導機関である

保健所としても最も経済的にして効-R的な撲

滅方法の確立の必要を痛感したので,次の4

地区を選んで蚊族摸壬威に関する基礎的並びに

実際的研究に着手した.

1)墓　　地

2)商店,会社稗地区

3)水田のある農村地区

ヰ)段々畑と住宅,農家のある山脚地区

薬　剤

風雨,日射,高温'乾燥等の環頃要因の変化によ

って直ちにその水量に変化を来す墓地の諸容器に放

ける,耐電性の強大な薮蚊類の幼虫の撲滅茂び発生

匡方止には,:水と混和性を有し,その上残揮効果のある

以上ヰ地区の円,本稿に於ては墓地に於け

る撲滅実験について述べることとする.

長崎市はその昔,徳川時代に切支丹禁教の

対策として仏教を保護奨励し,祖尭の祭租を

あつくすることを勧奨した伝統を承けて,市

矧ま尊阻の念拓く墓場を町重にし,その際築

に万金を接するものが多い.当市の墓地は25

万平方米を占める最大の専町墓地をはじめ,

大小合せて25ケ所J掩計75万平方米に及ぶ広

大な画境を占め,いづれも平坦地を取囲む丘

陵の傾斜面で民家に近接していて薮蚊族の
.i～

好適発生環境を形成し七いる.昭和17年に

14,000名のデ-/グ熱患者を出Lた長崎市とし

ては,この基地えの対策こそ緊要であったに

も拘わらす,墓を守る根強い凶習と当時のデ

ング熱伝播蚊の生態に関する認識不足主のた

めに今日まで等閑に附せられていた.今回,

この墓地に棲息する薮蚊族に最も醸便にして,

荏如勺な,而も効果的な撲滅方法を確立する

ために昭和27年より種々の実験を試みた.本

実験を行うにあたり終始御由導御援助を賜つ

た長崎大学風土病研究所の大森教授に探甚の

感謝の意を表する.
1

Φ■　選　定

■

DDT乳剤を使用する羊とが適当であり'而も発生

可能容器の水の有無に拘わらず必要量の薬剤を注入

しておくことが必要であることに着日し7　先づ30%

DDT乳剤の効果的にして経済的な濃度を知るため

Table　2一　　鮎ct of 30タ｣ DDT emulsion on fledes albopictus larvae and pupae

No. of diluent
Dilution

(by cO

No.　of

】

I

larvae pupae

5

5

5

5

5

5

Time required to kill all

la rvae pupae

1

2

3

4

5

6

1 :　　　500

1 :　　3000

1 :　　5000

1 :　　7500

1 :　15000

1 :　　25000

10

10

10

10

10

10

15

22

45

1.24

3.42

22.58

351

1.211

3.55†

3.55†

22.02J

※

※ 2 died after 12.00'and 31.30′ ; 3亡m亡r酢d after 2.30′, 1乱30'and 50.30′ respectiv亡Iy･
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に乗除室内に放て次の如き殺虫試験を行った.雨水

500cc.を入れた6偶のビーカーに基地の容器より採

集したヒトスジシマカの革命幼虫10個体と-蝿5個体

ずつを入れ'夫々の容器にSO^DDT乳剤の各種稀

釈液Ice.ずつを注入Lて幼虫及び蛸が完全に死t=す

るまでの時間を測定した.その頭蹄は第2蓑及び第

1図の通りである･†

即ち30^DDT乳剤の6倍稀釈液を注入した場合

(No. 2)の幼虫及び嘩の致死時間は,原液の場合

(No. 1)と時間的には殆ど差がないので6倍液を,

一方幼虫に対する致死時間は30倍稀釈液の場合(No.

5)と50倍稀釈液o'場合(No.6)と比較ナると,前者

が著Lく短縮するので30倍稀釈液を夫々使用濃度と
野

Lて選んだ.
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No. of diluent (see Table 2)

基~捷:賛態匡のt恙舟

基礎箕殴を行った寺町基地ほ,長崎市の東部に突

出した標高1$0米の風頭山の山腹を広･く甫斜面から

酉斜面にわたって位置し'平坦市街地より仰角170

-21ロの憤斜面に階段状に形成され,その面積ほ25

万平方釆に達Lている.この墓地の下方,即ち山麓

には12の寺院がならびJ寺町通りを拭んで人家の密

集した数ケ町と約2000釆にわたって接触Lている.

基地内にほ老草木小琴々の樹木があるが日射は寧ろ

良好である,上方にゆくに従い熊笹が多くなり大半

F拍･ 2

Remarks : 〔1〕ヰdull inos亡mitoes were

left entirely free from

亡ontrol.

(12〕 C王icck plots and s.urro-

undmgs of th.e lest plots

were kept untreated for

larvae and pupae.

(3〕 As to the dosage and

treatment fr>r each test

plot see Table 3.

J

⊥

l

I

ら

を貢冒笹に没する無縁基鞄もある.薮蚊族の発生水域

とLてはアカダナ'花鞍手洗鉢'革D.凹等があり'
アカダナにほ大は,容量201から'�"Nま150cc.まで

大小種々でJ容器内の落莫等の沈積の程度,藻類の

L発生状況等もまた種々である.花立にはコンク.) -
l

ト製'陶器製'プl)キ興'竹筒,空瓶を利国Lたも

の等あり,そIiD容器畔千差万別である.この串う車こ

発生水域の潜争にある広範な墓地の時々中宋に,第
芦図に示すように構30米,縦60栄の好形状のヰケの

実験区と3ケの対照区を設琵Lた.

Plan of basic control experimei-Is in the

feramachi graveyard area, in 1952
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Table　3.　Dosage and application of a control measure, 30^ DDT
emulsion, for each test plot

No. of test plot 1  I 甘 皿 Ⅳ

No. of grave markers

No. of containers

Total capacity 〔亡c.) of containers

Diluent of　30% DDT Em.

Dilution when applied*

Conce叫ation of DDT

Intervals of injection

Total quantity (cc.) of a 30% DDT
Em･ per one亡ontrol

282

883

367250

1 :　6

1 : 500

0.01^

once a week

122.42

312

896

282100

1 : 30

1:500

0.002^

once a week

18.81

196

549

204250

1 :　6

1 :500

0.01プ亭

once a month

68.08

256

693

283885

1: 30

1:500
l

･ 0.002%

once a mon111

18.92

洋Inplot I and III, for each亡ontainer, Ice.of 1:6 diluent of 30プ左DDT emulsion was injected

by graduated pipette, per 500cc. capacity, according as its capa叫and･regardless of its being
full of water or entirely empty, once a week and once a nionth respectively. In II and IV

test plot, for each亡ontainer, Ice. of l‥30

int ervals.　　　　　　　　　　　　　　　-

diluent of 30プ｣ DDT Em. was injected at given

第3表は督実験区内の墓標数'容器数'芳容器の

満水時に放ける観客畳及び容積SOOcc.に1亡C･の割

合で注入する時の30^ DDT乳剤の龍必要量,並び

に純粋の一DDT含有率を義元Lたものである.巽敵

地区内に放ける幼虫の発生源主なる諸容器の容量は

予め液量計で計測した.

襲剖注入方法　薬剤は先に選定Lた30タ左DDT乳

剤の6倍及び30倍稀釈液をメスピべーアトを使用して

周一回或ほ月†回,各容器の常永真の如何に拘わら

ず,その容積SOOcc,に対し1c亡･の割合で注入した.

その組合せは第3表に京Lた通りである.即ち第Ⅰ

実験区では督容器の容積の0.01^に相当する純粋

DDTを周一回I第Ⅱ契験区では0.002ク引こ相当す

るDDTを周一固'第Ⅱ宋鞄区では0.01^を月一回J

第Ⅳ宍鹸区では0.002^を月一回注入したこととfr

る.以後簡単に第　　　　　　ff実験区を夫々6倍

液選一回区' 30倍液周一回区'一　6惜液月∵回区'

30倍液月一回区と呼称する.

容器の保水率　督実験区及び対照区内に夫々10ケ~

の/Jl観察区〔 1小観察区とは一家或は一族の墓場で

墓石数基とそれに附随するア卑ダナ'花立等を含

む〕を選び?小親察区内の紐容器数に対する保水容

器〔水の滞っている容器)数の百分率を保水率とLJ

こあ調査を毎週継続Lて行つ.た.誌'3図に京す対照

区での成熟王3対照区内の紐計30ケあ小親察区内に

ある容器の保水率を表わし'督宋陵区の保水率はそ

の区内の10ケの小観察区内にある容器の保水率を表

わす.

幼虫の丑生率　小親察区内にある全容器数に対す

る幼虫の発生していた容器数の百分率を幼虫の発生

率とし,この調査を毎週一回反覆した.特に毎週一

国の薬剤痩入区でほ薬剤注入直前にこの調査を行ち

た.

成虫の壬生皇　3対照区及び4宋験区内の夫々2

ケ所,合計14ケ所で午後1 -3時の間に夫々10分間

づつ飛来する成卑を手綱で採集し督実験区では夫

々2ケ所の描殺数の合計を'耳対照区では3区の平

均を出て成虫の発生量とLた.

費駐成績及び考察　　　　　　　　b

対照区での成虫の飛来状況&i,第4表に示す如く　(95.2^〕'他にオオクロヤプカの少数と只1個体の

級数733個体で,大部分がヒトスジシマカの698個体　アカイエカを得た.督宍駄区での成虫の捕獲数は,

r

I
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Table　4-　Number of adult mosquitoes caught at test and check plots

ニ--チ;-eこ三e-i
Species

P ot

Redes albopictus

苧　　　a '　Total

fir. subalbatus C. pipiens pallens

♀　-　S Total　　苧　　　　　　Total

Total

I Testplot

∬　Testplot

∬　Testplot

lIV Testplot

Average of check plots

59

99

112

46

223

119

241

189

86

475

178

340

301

132

698

1

2

4

3

IK

4

1

tf

0

17

5

3

7

3

34

0

0

1

1

1

1

Remarks : In each plot,the figures are shown in total of catches at two fixed sites in ten

minutes at 】-3 p.m., during from Jul. 24 to Dec. 17, 1952.

Table　5-　　Breeding number of mosquito larvae in various containers at graveyard

184

wS

308

135

733

＼ミミ　　　c｡ntaniner
iZI

､､＼-I
■:I

＼ ＼　season

Species　　　　　　＼

A. albopictus

fl. japonicus

fl. togoi

flr. biibalbatus

T. bambusa

C. pipiens pallens
■　　　　■

ー~-ご-＼

Concavity

of grave-
marlくeT

Ⅰ州Ⅳ

肖肖肖H肖
+　+

Stone

vase

Ⅰ州Ⅳ

+【≠

Cut

bamboo

T柵元 号
fltffl

vase

It8仲

Bowl

II帥

Others

Ⅰ州Ⅳ

+∃

+

+

+

wl+

+廿

+

+

++

Season: I: Spring, IT: Summer, III: Aulurm-, IV: Winter, 1952

各区内に存在する薮や樹蔭の程度に依って差がある

がJ何れも対照区の場合とは顕著に少い.

幼虫発生の種類別多芸については∫第5表に元す

ようにヒトスジシマカが最も多く,次にヤマトヤプ

カが多く見られJ容器によってはオオタロヤプカ,

キン}1.ラナガ-シカが発生しているがJヤマトヤプ

カは幼虫がアカダナに多発するにも拘わらず成虫は

寧ろ動物噂好性が強く,夜間吸血性であるために,

比較的明るいこの基地では昆間は採集できない.

このような環境下に於て撲滅実験を行つ.t結果ほ

第3図に京す通りである.幼虫の発生源である芳容

器の保水率は降雨量と人為的注水(平時の墓参特に

盆暗の注水〕に比例するが,幼虫の発生は大体に保

水撃と平行し}　これと梢ミ･連れて成虫の発生の消長

が見られる筈であってJ対照区での戟察では大体に

柵+ト

+.+

+

放てはその憤向にあるがJ気温の降下する10月以後

に放てほ,保水撃と無関係に幼虫及び成虫の発生ほ

低下しJ 12月初旬には幼虫ほ筒多少発見出来るが成

虫の括動は完全に終荒する.

第Ⅰ実験区(6倍液選一回区〕に於ては,薬剤注

入前には幼虫が21,7%の容器に発見出来たが,毎週

一回の注入によってJ成虫の酒動ほ筒相当にみられ,

容器の保水率ほ対照区と同様であったにも拘わらず,

幼虫の発生は完全に防過し得ている.即ち凍実験区

では薬剤注入直前の予備調査時の成虫飛来数〔63

個体)は'対照区でのそれ〔63.6個体)と大賢なかつ

たがJ第4轟からわかるように注入後にはヒトスジ

シマカ178個体(96.7#〕Jオオタロヤプカ5個体

〔2.7^〕'アカイエカ1.個体で計184個体となってJ

対照区での成績と比較して顕著に少いことがわかる.

成虫に対しては対照区,実験区を関わず,寺町基地
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Fig. 3-
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吋恥　　De亡.

全地域に於いて駆除作業を全く行っていないのであ

るから,この乗除区に飛来するものはI対照区及び

附近の墓地で発生Lたものの飛来によるのであってJ

こ町野著た滅/jIほ薮蚊賢才特にヒトスジシマカの

飛珊jjが如何に弱いかを元すものである｡然Lなが

ら,これ等成虫の飛来に拘らず,叉容器の保水率は

対照区同様であったにも拘わらず幼虫の発生は完全

に防止し得たのであるから,本区での薬剤の使用方

法及び量ほ適当であると考えられる.

第∬実験区〔30倍液選一固区)に放てほ･薬剤注

入前にほ幼虫が14.4#の容器に発見出来たが'毎週

一回の薬剤注入によって,成虫の飛来数も可成り多

く,叉容器由保水率も対照区と同様であるにも拘わ

らず,幼虫の発生ほ8月15日に只一つの容器にのみ

弱令幼虫を見た以外は完全に防過し得ている.即ち

本巽験区では薬剤注入直前の成虫飛来数(82個体〕

は対照区でのそれ(63.6個体つより多かったのがJ注

入後にはヒトスジシマカ340個体(99.1プ占〕Jオオク
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Remarlく　　　An arrow

shows the dale of a

injection of insecticide.

ロヤデカ3個体〔0.9^〕で計343個体となっていて'

対照区のそれ(733個体〕の半数以下である.然しな

がら,第Ⅰ実験区の成虫飛来数と比較すると2倍近

くであることについては,東栄験区と次に述べる第

皿宋験区には,第Ⅰ,第Ⅳ実験区と比較して草薮や

楠の老木が多く,薮蚊類の潜伏場所となり'少数の

樹穴が発生場所となっていたためと思われる.筒当

地の盆ほ8月15日であり' 8月10日頃より真の掃除

と新しい水の注入が行われるが' 8月15日の1容器

での弱令幼虫の発生も'御盆前の水の注入によって,

薬剤の効果が弱められたためだと考える.第Ⅰ及び

第Ⅰ実験区共に9月20日以後は薬剤注入を中止し,

2ケ月後の11月19日に1回だけ夫々注入を行ったの

であるが,この間に放ても幼虫の発生は1ケ所も見

られなかった.即ち週1回の注入法によれば6倍稀

釈液, 30倍稀釈液何れとも幼虫の発生防止には顕著

なる効果を得ているから, 30倍稀釈液の方が経済的

であることがわかる.
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第Ⅲ実験区(6倍液月一回準入区〕に放ては,薬

剤注入前には幼虫が27.5^の容器に発見出来たが,

毎月一回の薬剤注入によって対照区で見られる幼虫

発生の消長は大体に放て崩れている.即ち第1回の

薬剤注入後'第4週目〔薬剤注入後27日目)に当る

8月15日の調査で15.8^の容器に弱令幼虫の発生を

見たのみである.次いで8月19日に第2回目の薬剤

注入を行いJその後24日目の9月12日忙再び弱令幼

虫を2.5^の容器に発見した.以後の調査日には幼

虫は発見出来なかった.薬剤注入前の成虫飛来数〔83

個体〕ほ対照区でのそれより多かったのが,注入後ほ

ヒトスジシマカ301個体〔97.3^〕iオオクロヤプカ

7個体で対照区のそれの半数に足りない.本区でも

上述のように楠の老木I草薮が多いために成虫の飛

来数が幾分多いものと考えられる.いづれにせよ,

成虫の飛来数も可成り多くJ容器の保水率も対照区

と同様であったにも拘わらずJ対照区で見られる幼

虫の発生消長は大体に於て崩し得たのであるから,

凍区での薬剤の旗国方法及び量は大体に放て適当で

あると考える.

第坪宋準区(30倍液月1回注入区)に放てほ,莱

剤注入前にほ幼虫が13.4^の容器に発見出来たが∫

第1回月の薬剤注入後ほ,.第1, 2週共幼虫の発生

を見ずJ第3週目(薬剤注入後20日目)に1.7%の

容器にJ次いで4週目〔27日目)にほ13.1^の容器

Table　6,　Comparison of the cost to

にいづれも弱令幼虫の発生を見J第2回目の薬剤注

入後ほ.10日目に1.1%, 17日目に1.6#, 24日目に
4･3#, 31日目に2,2%の容器にその都度夫々弱令幼

虫の発生を見ている一.然し9月19日以後には幼虫の

発生を見ていない.一方凍区の薬剤注入前の成虫飛

来数〔26個体〕は対照区のそれ〔63.6個体)の約半

数であったが,注入後にはヒトスジシマカ132個

体〔97.7^〕,オオクロヤプカ3個体で対照区でのそ

れの約5分の1以下であった.即ち本乗除区でも毎

月1回の薬剤注入によって対照区に見る幼虫の発生

消長ほ著しく崩れている.然しながら本区では最も

早いのは10日目,で幼虫の発生を見'又調査毎に幼虫

の発生率が増加している傾向さえ見られJ幼虫の発

生を抑制する効果ほ明らかに第皿実験区の場合より

劣ることが判る.要するに月1固注入法によれば6

倍稀釈液I 30惜稀釈液いづれとも幼虫の発生防止に

は効果があるが, 6倍稀釈液の方が明らかにより効

果的である.

以上4実験区の結果を結合すれば経済的且つ効果

的な方法は6惜稀釈液月1国法か, 3ロ倍稀釈液超1

回法かの何れかとなるのであるが'この何れかの方

法で長崎市内の75万平方米の墓地に対して駆除作業

を行うとすればそれに必要な薬代及び人夫賃ほ第6

表に元Lた通りである.

be require-I for c亡叫oiling the breeding of

Aedme mosquitoes including flrmiqeres and THpteroides in the
■

graveyard area. Control measures are injected for all containers at a

arte of lc亡･ P町5りOcc. capacity.

A.女or a lest plot (60m.x30m.), one time

Cost of

measures

登*EA

I reatment Man-hour Quantity 〔ee.〕

i/e 30^ DDT Em. by pipette

5% DDT Oil sin. by pipette

事　5SJ DDT Oil sin二by knapsack type sprayer,

applying the nozzle direcctly to･ the container
i

i

3.00

3.00

1.20

75

(as a 30^ DDT Em,)
820

(as a 5^DDTOil sin.)
4700

〔ast a S^D工)T Oil sin.〕

B. - For containers occuring in graveyard areas of Nagasaki City covering 750,000

square meters, per month.

52.5

90.2

584.0

or　亡onto! measures Labour

Treatment
Quantiy
(cc.)�" i

Cost

(yen1

Total

卜abourよge costMan-day

i/o 30^ DDT Em. once a甲Ionth

3/so 30^ DDT Em. 4 times a month

5^ DDT Oil sin. 4 times a month, by pipette

5･%由DT Oil sin., once a month, by the
sprayer, doing as above

I

31,245

24,99621,871

14,497341,61237,577

1958,020226,800

210

840

840

150

42,000

168,000

168 ,000

■

30,000

63,871

182 ,497

† 205,577

256,800
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即ち6倍稀釈液月1回法では75万事方禾の墓地を

一巡するに要する30% DDT乳剤の代価は2万1千

金円で, 7人の人夫が1ケ月間出役しなければなら

ず,その賃金ほ4万2千円となる. 30倍稀釈液遇1

国法では薬品代ほ月に1万4千会田であるがJ人夫

賃では1週間に一巡する必要から28人を要しJその

賃金は1ケ一月に16万8千円となり,前著が造かに経

済的であることが分る.ところが同様な方法で5%

DDT油剤をピペットで注入するとすればJその効

果を期待するにほ週1回の注入を反覆する必要があ

り,その薬品代は3万4千金円,人夫賃は16万8千

円で計20万5千金円となる.文一方クー見軽便であ

絶

1)長崎†打中央保健所に於ては,昭和27年

度より衛生害虫のいない住みよい生前環境の

建設を企図TJI先づ蚊族の撲滅を目ぎして地

区民乗組腐生iff動の指導育成に努めているが,

地形,人口*.:度の-恙違,更に主蓑,信条の異

った人々の多い都市に於ては,本事莞が環境

によっては必ずしも成果を期待し得ない所も

あり得ると考えられるので,次の4地区を選

んで蚊族撲滅に関する基礎的並びに冥際的研

究に着手した.
i基　　地

ii商店,会社稗地区

iii水田のある農村地区

iv　段々畑と住宅,農家のある山脚地区

以上ヰ地区の円I本稿に於ては墓地に於け

る撲滅実験について述べる.

2)当市の墓地は大小合せて25ケ所,総計

75万平方米に及ぶ広大な面積を占め,いづれ

も平坦地を取囲む丘陵の傾斜面で.拭家に近

接していて薮蚊旗の好適発生環境を形成して

いる｡この基地に棲息する薮蚊族に最も軽便

にして,経済的な而も効果的な撲滅方法を確

立するために一昭和27年より基礎的実験を行つ

た.

3)基地の諸寄終に発生する耐乾性の強大

な薮蚊溺の幼虫の撲滅及び発生防止には,水

と混和性があり,残溜効IRを有する30^DDT

乳剤を使用することが適当であり,両も発生

ると思われる石塀噴霧器を使って5 % DDT油剤を

督容器に,その器具の操作の上から最少限の量(3cc.)

の注入を行うとすれば,薬品代のみで22万金再を要

し莫大な経費がかかることになる.

以上の宋験結果と薮蚊族の発生周年経過の観察結

果とから,全市の墓地に30タ占DDT乳剤の6倍稀釈

液月1回注入法を採用し成虫の括動の終駕Lた11J

12月頁,越冬幼虫に対L第1回目の注入を行い'更

に春先,越冬卵の柑化時期に第2回目の注入をJ以

後1ケ月に1回の注入を反覆宋施する計劃を立てJ

次回にはこの方法に依って撲滅実験を更に続行する

予定である.

括

可能容韓の水の有無に拘わら-I;必要量の薬剤

を注入して古くことが必要であることに着目

しIその効果的にして経済的な濃度を知るた

めに某験宝に於て殺虫実験を行った結果(義

1 ),同剤の6倍稀釈液と3O悟稀釈液を使粕

漬塵として選んだ.即ち30%DDT乳剤の6

倍稀釈液と30倍稀釈液とを容碍の容量500cc.

に対し1亡C.の割合で週一回反覆注入する第

Ⅰ,第Ⅱ実験区及び月一回づつ注入する第ⅡI

第Ⅳ実験区の4区と3対照区を25万平方米の

寺町基地の略中央に設机　毎週一回I容器の

保水率,幼虫の発生率及び成虫の飛来状況を

調査した｡

4)実験結果から, ③成虫が相当数飛来し

容器の保水率は対照区と略同様であるに拘わ

らす,第l回の薬剤の注入によって幼虫の発

生は一時的ではあっても完全に止めることが

できる.⑧8月15日の調査時には,第∬, ∬

及びⅣ実験区に於て夫々多少共助虫の発生を

みた.これは盆の数日前に墓場の容器の清掃,

清水の注入に依る薬剤の流出或は稀釈がその

原因だと思われる. ③対照区に放ける幼虫の

発生率の最大である9月中旬にはI第∬及び

Ⅳ区に於てのみ僅少の弱令幼虫の発生を見た.

④9月下旬からは何れの実験区でも幼虫の発

生は革められない.即ち盆の人為的注水の影

響を考慮に入れなけれぼ何れの方法も相当な

効果のあることがわかる.
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5〕実験区を通じて観察すると,経済的且

つ効果的な方法は6倍液月一回泣か, 30倍液

週一回放かの何れかとなる.前者は長崎市の

75万平方米の基地に対しては,薬剤費月2万

1千円'人夫7人1､ケ月でその貸金4万2千

円,後者では虞剤費は■1万4干円ですむが,

人夫28人, 1ケ月で16万8干円を要するので
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